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研究成果の概要（和文）： 

自然に関する科学的な知識の急激な進歩が、多くの分野における技術的な開発と普及を通じて

イノベーションを引き起こし、それが長期間にわたって社会や環境に広範な影響を与えていく

というダイナミックなプロセスを分析した。イノベーションを、多様な知識が社会的な制度環

境のもと、異なるアクターによって生産・伝達・活用される知識循環プロセスという観点から

捉えることで、様々な過程が互いにフィードバック作用を受けながら、ダイナミックな関係性

をもっているシステムとして考えることが可能となった。具体的な技術や産業に関する国際比

較分析を行うことで、サステイナビリティ・イノベーションに向けた企業戦略、公共政策、制

度設計に関する有用な知見が得られた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The processes of production, diffusion, and utilization of various types of knowledge are analyzed 

with long-term consequences for society. Sustainability science thus deals with dynamic, complex 

interactions among diverse actors creating, transmitting, and applying various types of knowledge 

under specific institutional conditions. There are many phases that can be identified in the 

production, diffusion, and utilization of knowledge by different actors, without necessarily 

involving coordination with one another. Gaps and inconsistencies inevitably exist among different 

phases in terms of the quantity, quality, and rate of knowledge processed. This effectively 

constitutes a major challenge in pursuing sustainability on a global scale. International comparative 

analysis of technological or sectoral innovation systems is useful to produce useful findings for 

corporate strategy, public policy, and institutional design for sustainability innovation. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで産学官連携の機能として重要だっ
たのは、主として産業化を視野に入れた技術
開発に対する協力であり貢献であった。しか
し近年は、顕在化しつつあるさまざまな社会
的課題に対しても、産学官はイノベーション
に向けた新しい役割を果たすことが要請さ
れている。特に、地球レベルでのサステイナ
ビリティの追求には、世界的規模の広範な視
点からの議論が必要となり、社会における具
体的な問題の原因は極めて複合的である。一
方、大学が専門とする科学技術において知識
の高度化と専門化が急速に進み、単独の研究
者による社会的課題の解決能力に限界がみ
えている。このような状況下、大学が社会的
課題の解決に関して積極的にアジェンダを
発信し、民間企業の参加を積極的に募り、公
的機関や非営利組織（NPO）と広く連携して、
共同で問題の解決に向けた技術の開発と普
及を目指す方向性が生まれてきている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、サステイナビリティ・イノベー
ションを通じて、経済的及び社会的な価値を
両立するような形で創成していくメカニズ
ムについて、太陽電池、膜分離技術などをケ
ースとして日本、アジア、米国、欧州を含め
た国際比較分析を行う。科学技術、企業戦略、
公共政策、制度設計の観点を含めて、定量的
なデータを活用し、自然科学、工学、社会科
学を包摂した新しい学融合的な方法論を開
発し、イノベーション・システムの機能・構
造・進化を分析することを目指す。社会的な
問題はどのようにしてアクターに認識され
るのか、それに対応して科学技術的知識はど
のように創出され、社会においてどのように
導入・活用されるのか、そして技術・戦略・
制度をどのように組み合わせることで地球
レベルのイノベーションが創成されるのか、
構造的な観点から、ダイナミックな視点を踏
まえて分析を行う。 

 

３．研究の方法 

新しい学問的アプローチとしてのサステイ
ナビリティ・サイエンスを探求する上で、自
然システムと社会システムの間の相互作用
に関する基本的な性質を理解することが極
めて重要となっている。対象とする空間が広
範囲に亘る、次世代を含む長期間に関わる、
要素間の相互依存関係が複雑である、不確実
性が極めて大きいという特徴から、自然科学、
工学、社会科学を含めた学融合の観点からの
共創が必要不可欠である。物質・エネルギー
が移動・循環する物理的な流れによって自然
環境に影響を与えると同時に、金融を含めた
経済的な価値が取引を通じて流通すること

で社会的な影響を及ぼす。そうした自然環境、
人工物、経済社会に関する様々な情報・知識
が、産学官を含めたアクターの間で形成され
たネットワークを通じて創出・伝達・活用さ
れる。知識の社会的循環の構造・機能がダイ
ナミックに進化していくプロセスを包括的
な観点から分析することは、サステイナビリ
ティ・イノベーションの中心的な問題であり、
産業エコロジーと産業ダイナミックスを知
識の社会的循環という観点から統合する試
みである。 
 
４．研究成果 
通常の技術開発に関する産学官連携におい
ては、競争力のある技術の開発に向けて産学
官の利害が一致し易く、関連する制度の形成
にあたっても産学官のネットワークが円滑
に機能する。対照的に、環境保全や社会の安
全確保など外部性が高い課題に関しては、民
間セクターと公的セクターの利益が必ずし
も一致せず、従来からの産学官連携が必ずし
も有効に機能しない可能性がある。特に地球
レベルにおけるサステイナビリティなど、ス
テーク・ホルダー間の利害を調整することが
容易ではない社会的課題において、研究開発
ネットワークにおける知識と中立性を通じ
て、産学官連携は技術変化の方向性と速度に
大きな影響を与えることが可能である。産学
官が共同でプラットフォームを形成し、関連
するステーク・ホルダーを早い段階から巻き
込むことによって、社会的課題に関する多様
な視点や立場を理解し取り入れることが可
能になる。その上で、新たな技術やシステム
をステーク・ホルダーと共同で実際の条件に
おいて社会実験を行うことを通じて、社会レ
ベルでのイノベーションを創出していくこ
とが重要となってくる。研究開発を含めたネ
ットワークの果たす機能は、その置かれた国
や地域のイノベーション・システムの特性に
よって制約されうる。従って、技術変化と制
度形成を共進化させて社会に対するイノベ
ーションの貢献を促進していくためには、産
学官を結ぶネットワークと分析対象となる
国や地域におけるイノベーション・システム
の相互作用をさらに深く理解することが必
要である。特に、将来的にグローバルなレベ
ルでサステイナビリティを追求していくに
あたっては、アジアやアフリカにおける新興
国と協働していくことは極めて重要となる。
今後、ネットワークの国際的な連携を通じて、
地球規模の社会的課題の解決に向けたイノ
ベーションに貢献することが強く期待され
る。研究開発を含めたネットワークの果たす
機能は、その置かれた国や地域のイノベーシ
ョン・システムの特性によって制約されうる。
従って、技術変化と制度形成を共進化させて



社会に対するイノベーションの貢献を促進
していくためには、産学官を結ぶネットワー
クと分析対象となる国や地域におけるイノ
ベーション・システムの相互作用をさらに深
く理解することが必要である。特に、将来的
にグローバルなレベルでサステイナビリテ
ィを追求していくにあたっては、アジアやア
フリカにおける新興国と協働していくこと
は極めて重要となる。今後は、どのようにし
てネットワークの国際的な連携を構築して
いくことが可能になるのか、戦略と制度設計
を検討することで、地球規模の社会的課題の
解決に向けたイノベーションに貢献するこ
とが強く期待される。 
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